


































が通訳者の努力目標になるJ (船山ほか 2002: 1)ことから、養成機関では、 rJil貢
送りの訳」という手法が勧められている。実際の通訳例をみてみよう。
(1) 
E004 BUT WE HAVE A SENSE IT'S GOING TO BE 
J004 
E005 DIFFERENT. THAT TIIE US ACTlON IN IRAQ，τHATτHE WAY TIIE REGIME COLLAPSED WIT百
J005 でも，変わっていくだろうどいうそういう感触はあると言います，イラクに
EOO6 Vll.TUALLYNO RESISTANCE IS GOINGτDHAVE ADRAMATICEFFECTON TIIEWAY 
J006 対するアメリカの行動，そしてまた 政権が崩接したのはほとんど抵抗をなくして起こりました.
EOO7 PEOPLE SEE百ffiMSELVES，TIIE WAY PEOPLE SEE TIIEIR STA:兜S， AND 百四WAYPEOPLE SEE 
J007 これが非常にドラマチックな， 劇的な， 影響を与えると思います. 自分たちの自己
E008τHEIR REGION. IT'S SIMPLYτDO EARLY τoτ百LL WHAT τ'HAT WILL LOOK LIKE， BUT 
J008 理解や， それからその雌蛾や 国に関する 考え方がです. どういう
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EOO9 EVERYBODYIKNOWn口1IEREGION在E呼KSτHATTHE CHANGE IS COMING 





E005行日の主部①THAT THE W A Y THE REGIME COLLAPSEDのあとに後置
で修飾部②WITHVIRTUALLY NO RESIST ANCEが生起するところを、訳出
では、 J006行目①， r政権が崩壊したのは」という主部と②， rほとんど抵抗な
くして起こりましたJ という述部の形態で訳出し、原発言の後続述部③IS




さらに「影響を与える」対象として、 修飾部@ONTHE W A Y PEOPLE SEE 
THEMSEL VES， @ THE W A Y PEOPLE SEE THEIR ST ATES，⑥AND THE 
















( 2 ) 
a.①There w巴reeven nurses/①who wouldn't go/③near him. 
b.①看護婦さえいた/②来ようとしない人が/③つまり彼の側には。








( 3 ) 
a.①The United Nations Security Council has agreed to tighten sanctions 










































































訳出表現 N % 
1 無 21 30.43 
2 思います 25 36.23 
3 思って(おります) 2 2.90 
4 思います・かもしれません 1.45 
5 考えた 1.45 
6 考えています 2 2.90 
7 わけです 2 2.90 
8 そういうことではないんです 4 5.80 
9 捉えています 1 1.45 
10 です 5 7.25 
11 でしょう 2 2.90 
12 ですよね 1.45 
13 感じですね 1 1.45 
14 とL、うことですね 1 1.45 







( 5 ) 
EOll SO FAR WE HAVE SEElぜNO百五NG1 TII詮墨ARABCOUNτ衣服SARE HAVING GOVERNMENT百
JOll これまでのところ，何も特に大きな変化はありません.アラブ諮問は，
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E012 WHICHKNOWVERYWELLHOWTOWEATI狙RTIIE STORM. SO， IFTIIERE IS ANY CHANGE別
J012 あの， どういうふうに
E013 ARAB COUNTRIES， 1工旦詮監IT'DBE COSMETIC CHANGE， AND WE ARE GOING TO SEE百fi
J013 との地域を回復するのかというととをよく知っておりますので，特に大きな変化はないというふうに
E014 SAMERULERS STAYINGINPOWER. II盟並ARABPUBLIC OPINION DOES NOT Lll包百部
J014 思います.表面は変わるかもしれません. そしてまた， 地元のですね，この有力者が
E015 DEMOCRACY COMING百武OUGH百fiREGION ON TI王EWINGS OF B-52 BOMBERS. ARAB 
J015 そのまま権力を持ち続けるというようなこともあると，思います. そしてこの， B-5 2爆撃機に
E016 PUBLIC OPINION DOES NOT REALLY BELIEVE百王ATTIIE US CAME TO IRAQ WITII 汀宮




















( 6 ) 
El [L.;] WELL， LET'S SAY ABOUT 20YEARSAGO， ABOUTA 
Jl そうですね、 約20年くらい前になりますけれども
E2 THIRDOFτ'HE STATES PERMI'ITED HOMESCHOOLING，AND SINCE官IATτ百個
J2 3分の1の州が このホームスクーリングを
E3 ONE BY ONE， .EACH S'J'ATE HAS PA."I.'lTID A LAWTHATMW湿度FAMILIESTO
J3 公に認めました。 その後 ひとつずつそういった数が皇主エ




E6 lT'SI，昼皇会liIN EVERY STATE. 
J6 すべての州で今合法化されています。
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E42 AND OBSERVED CHILDREN別 SCHOOL，必叩AG.刷W同盟主毘盟会限
J42 一部の地域では ホームスクーリングの子供たちとそうでない
E43 DIFFERENCES THAT ARE IMPORTANT BETWEEN 'I百ECHILDREN WHO HAVE 
J43 子供たちを比較したところもあります。 そしてそういった
E44 BEEN HOME SCHOOLING AND THE CHILDREN IN REGULAR PUBIlC 
J44 調査結果からわかることは その学校へ行っている子供
E45 OR PRIVATE SCHOOLS. 
J45 たちとホームスクーリングの子供たち大差はないと 同じであるということです。
(船山ほか 2002: 16) 
例(7)では、 E42-3行自の DON'TFIND ANY DIFFERENCESがJ45行目で
「大差はない」という集約化された表現で訳出され、 8.6秒後に生起している。
このように時間的距離が長く、かっ集約化が起きていることは、すなわち情報














































































通訳者が ARABPUBLIC OPINION、THEREGIONや LIKEを概念化している
ことが対応する日本語「アラブの民主化が行われるとは考えられなし、」という






















英語の thinkは動詞であり、“1think of peace."の文では本動調として命題の
一部を構成するが、モダリティーが命題内容の真偽と実現に関する心的態度表




1 think it's unlikely actually but he might do it again. 
(Coat巴s1995 : 57) 
















( 9 ) 
J022 イギリスだけでは ありませんけれども， いまのイギリス政府が
E023 FROMONHIGH. YOUCANNOTTh在PORTITτHROUGH在-lEVE阻CLE OF別VA810N，
J023 理解していることは，民主党というのは 外から 持ち込むことは
E024 ANDCERTAINLYNOT THROUGHTHEVEHICLE OFOCCUPATION， AND 
J024 できないと， 侵略によってこれを 持ち込むことはできないということを理解しています.
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